
 

 

平成２７年度 下野市行政評価市民評価 対象事業一覧表 

 

１．平成２７年度行政評価市民評価対象事業の選考について 

   

◎平成２７年度 行政評価市民評価対象事業について（事前評価であり平成２８年度に実施予定の事業を評価します） 

① 総合計画後期基本計画に位置付けられている事業、その事業と明らかに直結的な事業 

② 平成２８年度の事業費（予算見込み額）が原則５００万円以上の事業 

③ 法令等で義務付けられている事業や政策的な判断を伴わないなど、市としての裁量の余地が少ない事業は対象外 

以上の条件で抽出し、１６７事業が市民評価対象事業となります。 

 

 

◎行政改革推進委員による選定方法について 

    ① 一覧表をもとに、各委員が事前に１０事業程度を選定し、第２回行政改革推進委員会（１０月８日開催）にて、各委員の 

選定した事業を持ち寄り、協議・検討して１０事業に集約決定していただきます。 

    ② 事業選定にあたっては、多くの事業について市民評価を行うという観点から、市民評価未実施事業を優先することとし、前年 

度市民評価対象事業１０事業については、原則として選定対象外としていただきますようお願いします。 

     ③ 一つの部署に極端に偏らないように配慮していただきますようお願いします。 

 

部署名 対象事業数 部署名 対象事業数 

総合政策部 ９事業   産業振興部 １６事業   

総務部    ２事業 建設水道部 ４７事業   

市民生活部   １７事業 教育委員会 ４２事業   

健康福祉部   ３４事業       合計 １６７事業   

 

 ※事務事業評価については９月２９日現在、行政評価委員会評価までが終了しており、今後総合評価を行うこととなっていますので、事業

推進方針については変更となる場合があります。 

資料１ 



２．一覧表の見方について 

 

 ① 評価事業名称 

６列目の「評価事業名称」は、上段が事務事業名となり、下段の○印以降の事業名は総合計画後期基本計画で示している

事業名となります。 

 

 ② 事業終了予定年度 

     １０列目の「事業終了予定年度」は、事業の実施期間が明確な事業については、その終了年度を記入し、継続的な事業等

については、終了年度を『Ｈ９９』と標記しています。 

 

 ③ 事業推進方針 

     １５列目の「事業推進方針」は、行政評価市民評価ヒアリング資料の２枚目にある事業推進方針の３段階評価を表してい

ます。（事務事業評価作業中ですので、確定したものではありません。） 

 

行政評価市民評価ヒアリング資料での事業推進方針 対象事業数 

積極的に推進する事業、または計画通り実施する事業 １３８事業 

事業内容を見直しながら実施する事業 ２９事業 

当面実施しない事業、または廃止・休止する事業 ０事業 

 

 ④ 市民評価実施年度 

     １６列目の「市民評価実施年度」は、総合計画後期基本計画（Ｈ２４～Ｈ２７）における市民評価において評価を受けた

事業について、その年度を記入しています。 

  

※上記①～④の説明個所は、 

矢印の欄です。 
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Ｈ２７　行政評価市民評価　対象事業一覧表 ※Ｈ27年度事業費は予算ベースである。
※Ｈ28年度事業費は担当課からの概算要望額であり、確定した事業費でない。

全１６７事業

抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

1 11 総合政策部 総合政策課 15 広報発行事業
○広報の充实

6 2 2 H99 広報しもつけの発行、行政カレンダー
の発行、各種情報発信手段を活用した
情報提供

市政の情報・啓発、地域の話題等を広
く市民に知らせるため、「広報しもつけ」
を発行する。　ごみの分別収集や市の
行事、保健事業など市民の生活に身
近な情報を総合的・効果的に知らせる
ため、「行政カレンダー」を発行する。

10,297 13,690

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

2 14 総合政策部 総合政策課 26 情報システム構築事業
○庁舎建設の推進　【重点戦略
２】

6 2 3 H28 新庁舎への移転に際し、情報システム
に係る費用の削減、市民サービスの向
上及び業務効率化を図るため、情報シ
ステムを再構築する。

これまで市民サービスの向上と安全性
の確保及び業務の効率化を図るため
情報システムを整備・拡張してきたが、
厳しい財政状況の中ＩＴ投資においても
一層の効率化が求められており、情報
システムの最適化が急務となってい
る。新庁舎への移転は、システム最適
化の好機であるため、实施するもので
ある。

259,627 95,189

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

3 16 総合政策部 総合政策課 31 広報ラジオ番組制作事業
○広報の充实

6 2 2 H99 ＦＭラジオによる市の観光・文化等の
情報発信を行い、県内のみならず、近
隣の県（茨城、埼玉、群馬）に向けてシ
ティーセールスを行う。

近県（茨城・埼玉・群馬）に積極的に情
報を発信できる手段であり、日帰りで
来市できる範囲い効果的にシティー
セールスを行える。

12,616 12,616
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

4 22 総合政策部 市民協働推
進課

1 男女共同参画推進事業
○男女共同参画の推進

6 1 4 H99 男女共同参画プランの進捗管理を行う
とともに、各種啓発事業を实施する。

男女が互いの人権を尊重し、個性と能
力を発揮できる豊かな社会を实現する
ことが国の重要課題として位置づけら
れている。真に豊かで活力のあるまち
づくりを進めるためには、男女が互い
に尊重し、性別にとらわれることなく個
性と能力を発揮し、自分らしく生きるこ
とができる男女共同参画社会を築いて
いくことが重要である。男女共同参画
推進条例を制定することにより、市の
男女共同参画に関する基本理念を定
め、市や市民、事業者等の役割を明ら
かにするとともに、第二次男女共同参
画プランでは、具体的施策を明らかに
する。条例及び第二次プランの策定後
には、市民意識の高揚と気運の醸成を
図るために男女共同参画都市宣言を
行う。

4,042 6,296

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

5 27 総合政策部 市民協働推
進課

6 コミュニティセンター指定管理者
施設管理運営事業
○コミュニティ活動の推進

6 1 1 H99 コミュニティ推進協議会によるコミュニ
ティセンターの管理運営。

コミュニティ活動の拠点施設であるコ
ミュニティセンターを地域のコミュニティ
推進協議会で管理することにより、自
治会以上の地域交流の活性化が図ら
れ、より広域的な組織の醸成に寄与
し、共助意識の向上が図られる。

11,518 19,668

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

6 28 総合政策部 市民協働推
進課

7 コミュニティ推進協議会運営事業
○コミュニティ活動の促進

6 1 1 H99 各コミュニティ推進協議会への運営費
補助。コミュニティセンターの修繕、管
理、維持。

地域におけるコミュニティ活動の振興を
図る。

5,067 5,168
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

1/29
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抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

7 30 総合政策部 市民協働推
進課

9 自治会長等事務報償事業
○コミュニティ活動の促進

6 1 1 H99 自治会長・自治会活動の支援。自治会
長報酬、自治会振興費の交付。

市民に対する行政情報の周知を効果
的に行い、市政の円滑な推進と、地域
社会における市民と行政の連携を推進
し、自治基本条例に掲げる協働による
まちづくりを図ることを目的とした自治
会長・自治会活動の活動支援。

41,791 43,117

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

8 33 総合政策部 市民協働推
進課

12 （仮称）薬師寺地域交流センター
建設事業
○薬師寺地域交流センターの建
設【重2】

6 1 1 H28 薬師寺地区のコミュニティ活動の推進
拠点として、JA薬師寺跡地を活用し、
（仮称）薬師寺地域交流センターを建
設する。平成27年度に建設工事を实施
し、平成28年度から開館の予定であ
る。

薬師寺地域コミュニティ推進協議会を
指定管理者として管理運営を委託す
る。地域の活動拠点を整備することに
より、自治会を超えた地域コミュニティ
の醸成を図る。

403,532 8,248

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

9 34 総合政策部 新庁舎準備
室

1 庁舎建設事業
〇新庁舎の整備　【重点戦略2】

6 2 3 H28 用地買収、補償費・实施設計・基本設
計建築工事・造成工事・関連工事開庁
に向けた備品整備、引越業務

　庁舎建設検討委員会での検討を経て
策定された基本構想をもとに基本計画
を策定し、下野市の将来を見据えた、
経済的・機能性を重視した庁舎建設を
目指す。　また、現在策定中の備品計
画・移転計画に基づき、経済的・効率
的な備品整備、庁舎機能移転を实施
する。

4,294,129 234,533

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

10 51 総務部 財政課 2 基金管理事務事業
○財政改革の推進

6 2 1 H99 各種基金の管理・運用基金利子の積
み立て決算剰余金の基金への積み立
て

下野市公金管理要綱により、安全かつ
有利な方法で運用している。今後の基
金の運用については、金利の変動等を
考慮し、確实で効率的な運用収入を
図っていく。　①金融機関の経営状況
等を把握し、県、市との連携を図る。
②預金の分散化（借入金との相殺）を
図る。③定期性預金に加え、地方公募
債等債権購入の選択肢を加える。

43,762 43,762

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

11 52 総務部 財政課 3 公債費管理事業
○財政改革の推進

6 2 1 H99 公債費の償還事務 年間を通じた公債費償還事務 2,947,000 2,698,000
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

12 60 市民生活部 安全安心課 5 デマンドバス運行
○デマンドバスの運行　【重点戦
略１】

3 2 4 H99 市の東部及び西部地区は交通空白地
域となっていることからデマンドバスを
運行し、高齢者等交通弱者のおでかけ
のための生活の足を確保する。

市内の中心部を南北にJR宇都宮線が
運行、また、路線バスにおいては、石
橋駅より宇都宮・真岡方面に、小金井
駅には小山市の市営バスが乗り入れ
ているが、市の東西方面は公共交通
の空白地域となっている。高齢化社会
において、お出かけの足としての公共
交通を確保することは重要な課題であ
るため、市民や地域のニーズを把握
し、多くの市民に利用して頂けるような
生活交通を確保する。

24,306 26,044

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25



抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
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事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

13 62 市民生活部 安全安心課 9 交通指導員配置事業
○交通指導員の配置

5 2 1 H99 通学路において、児童に対する交通指
導及び登校時の安全を確保するため、
非常勤職員である交通指導員の配置・
運営・事務取扱を行う。

主に児童の登校時における安全確保
が目的であるが、その活動は地域のお
祭り時の雑踏警備、交通安全運動へ
の協力等、交通安全の全般に関する
活動を行っている。地域における交通
安全啓蒙・教育活動の中心的役割を
担う者として交通事故抑止を図ってい
る。

20,938 20,788

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

14 63 市民生活部 安全安心課 10 交通安全施設整備事業
○交通安全施設の適正整備

5 2 1 H99 交通安全施設の設置及び修繕 安全で円滑な交通環境の整備を目的
として、交通危険箇所に対し道路反射
鏡等の交通安全施設の設置及び施設
の管理を行う。交通安全施設の整備に
ついては、地元住民からの要望も多
く、適切に施設の整備を实施し、円滑
な交通環境を保つ必要がある。

4,481 5,028

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

15 65 市民生活部 安全安心課 12 防犯対策事業
○防犯・安全対策の推進

5 2 1 H99 防犯対策事業に伴う負担金市内公共
施設に街頭防犯カメラを設置事業者に
よる街頭防犯カメラ設置に対する補助
金

犯罪のない社会作りのため、防犯意識
の高揚・犯罪の起こりにくい環境の整
備を行っている。犯罪のない社会は全
ての市民の願いであり、犯罪の発生を
抑止し、誰もが安心して暮らせる下野
市の实現を目指している。

3,166 25,867

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

16 66 市民生活部 安全安心課 13 防犯灯推進管理事業
○防犯灯の整備促進

5 2 1 H99 防犯灯の設置及び維持管理 防犯灯の設置及び維持管理・市民（自
治会長）からの設置要望に対して市の
設置基準と照らしあわせ、現地調査等
により危険個所を把握し、効率的かつ
効果的に防犯灯を設置する・維持修繕
も電話や来庁により迅速な対応を行
う。

24,369 18,300

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

17 68 市民生活部 安全安心課 15 消防団運営事業
○消防団の充实と育成

5 2 2 H99 消防団の活動に関する事業 災害発生時に、住民の避難・迅速な活
動を行えるよう、地域に根ざした消防
団が必要となる。

43,968 54,102 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

18 69 市民生活部 安全安心課 16 消防自動車維持管理事業
○消防団の充实と育成

5 2 2 H99 消防ポンプ車の維持管理 消防自動車が故障していると、火災発
生時の消火作業が円滑に行えないた
め、緊急出動時に備え常に万全に整
備をしておく必要がある。現在、老朽化
したポンプ自動車の更新を行ってお
り、今後も計画的に行い、有事の際の
出動に支障のないよう維持していく。

4,636 5,482

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

3/29
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抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
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年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

19 70 市民生活部 安全安心課 17 非常備消防事務費
○防災意識の向上

5 2 2 H99 消防に関連する負担金を支払うととも
に、消防・防災に関する事業を实施す
る。

平常時、防災意識は低下してしまうの
で、防災訓練や女性防火クラブ活動を
通して消防や防災に関する行事を实施
し、防災意識を高め、有事に備える。具
体的には、1.防災訓練を行い、関係機
関との連携を強め、　有事に対応する
基礎力を養う。2.消火競技大会に出場
することで消火器の操作法を学ぶ。3.
消防団員が消防学校の研修や近隣市
町の点検に参加して　団員としての士
気を高揚させる。

13,853 13,853

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

20 71 市民生活部 安全安心課 18 消防防災施設管理事業費
○防災行政無線の整備

5 2 2 H99 消防防災施設の設置及び維持管理 ・消防防災施設を適切に管理すること
により、円滑な消火活動が行　えるよう
になる。　・防災情報伝達システムを適
切に管理することにより、気象庁，国
から発表される緊急情報や市からの重
要な事項を放送することが　でき、一斉
に市民への情報伝達ができる。

25,946 25,946

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

21 73 市民生活部 安全安心課 20 消防ポンプ車整備事業
○消防団消防ポンプ自動車の更
新

5 2 2 H99 老朽化した消防ポンプ自動車を更新す
るための経費

購入から長期間経過し老朽化してきた
ポンプ自動車について、災害時に迅速
に対応できるよう計画的に更新し、消
防力・防災力の強化を進める。

16,181 32,362
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

22 74 市民生活部 安全安心課 22 消防器具置場建設事業
○消防器具置場の建替え

5 2 2 H99 老朽化した消防器具置場を整備する
ための経費

　火災時における消防活動はもとより、
近年増加する局地的大雨や集中豪雨
への迅速な対応が求められている。速
やかな防災体制を整えるため、日頃、
消防・防災活動の拠点となる消防器具
置場を建て替え、更新する。さらに、老
朽化により機能が低下した消防器具置
場を更新することにより、消防力・防災
力の強化を図る。

25,508 25,508

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

23 77 市民生活部 安全安心課 37 消防防災施設改修事業
○消防団の充实と育成

5 2 2 H99 消防施設の維持管理及び撤去 消防防災施設を適正に維持することに
より、円滑な消火活動が行えるように
なる。

24,081 6,700 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

24 96 市民生活部 環境課 1 斎場使用料補助事業
○斎場の市内統一化の推進

5 1 1 H99 斎場を使用するものに対し、斎場使用
料の一部を補助することにより、斎場
使用の公平性を図る。

平成２１年３月１５日から宇都宮市新斎
場「悠久の丘」の供用開始に伴い、石
橋地区の住民は管外扱いとなった。小
山聖苑も管外扱いとなるため、全国全
ての斎場で火葬場を利用した者に対し
て、小山聖苑の管内料金と同じになる
ように補助することで、市民サービスの
公平性を保つ。また、待合室について
は、使用した施設の管内料金に合わせ
て補助することで、市民サービスの公
平性を保つ。

13,022 13,022

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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25 100 市民生活部 環境課 6 クリーンセンター食物収集運搬業
務委託事務費
○学校給食生ごみ堆肥化の推進

5 1 2 H99 廃棄物を再利用する循環型社会の構
築に向け、給食残渣の効率的な搬入
が行われるように、民間業者に業務を
委託する。

小山広域の構成市町として事業を实施
する。小山広域クリーンセンターでは、
生ごみとし尿・浄化槽汚泥・農業集落
排水汚泥を主原料とした肥料を製造し
ているが、その原料となる学校給食の
食品残渣（国分寺・南河内地区）を搬
入することにより、廃棄物の減量化と
有効活用を図る。発酵肥料「すくすく
君」は平成22年5月分をもって無料配
布を廃止し、以後、民間取扱店で有料
にて販売。セシウム検出により、平成
23年4以降、生産中止したが、平成27
年4月から販売を再開した。

7,352 7,352

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26 101 市民生活部 環境課 7 一般廃棄物収集運搬業務委託事
務費
○一般廃棄物収集運搬業務の効
率化

5 1 2 H99 一般廃棄物のステーション回収の効率
化と衛生的な収集運搬を目指し、民間
業者に委託する。

市内ごみステーションに排出された家
庭系一般廃棄物を、生活環境の保全
上支障が生じないうちに収集し、ごみ
処理施設に搬入する。

166,271 250,350
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

27 106 市民生活部 環境課 14 環境衛生事務費
○公害対策の推進

5 1 3 H99 不法投棄の削減や公共用地における
動物死体の撤去、犬の飼い主のマ
ナーアップ、空き地の雑草除去指導を
進める。

市内の環境衛生の保持向上が図れな
い状態から、環境美化・環境衛生を保
持し、住み良い生活環境の向上を図
る。

11,401 11,401
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

28 107 市民生活部 環境課 15 住宅用太陽光発電システム設置
費補助事業
○地球温暖化対策の推進

5 1 3 H99 太陽光発電システムを住宅に設置する
方を対象に、導入費用の一部を補助す
る。

この事業を行うことにより、地球温暖化
対策が図られ環境への負荷の尐ない
社会を形成することができる。

9,000 9,000 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

29 120 健康福祉部 社会福祉課 12 相談支援事業
○障がい者の地域生活支援

4 2 4 H99 障がい者や障がい児の保護者、難病
の方や介護を行う方などの情報の提
供、援助を行う。

この事業を行うことにより、障害者等が
必要とする情報の提供や援助が促進
され、自立した日常生活や社会生活支
援が図れる。福祉サービス利用対象者
全員に策定するサービス利用計画の
策定が円滑に行えるように、相談支援
体制の充实・強化を図る。地域の相談
支援の拠点として総合的・専門的な相
談業務や、地域の指定事業所、特定相
談事業所等との連携、相談支援専門
員等の人材育成を担う基幹相談支援
センターの設置を行う。

9,200 13,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

30 140 健康福祉部 社会福祉課 32 社会福祉総務事務費
○地域福祉の充实

4 2 7 H99 社会福祉に係る一般事務経費等の執
行。

この事業を行うことにより、安全・安心
な市民生活の確保に寄与することがで
きる。

9,084 9,084 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

31 141 健康福祉部 社会福祉課 33 社会福祉協議会育成事業
○地域福祉の充实

4 2 7 H99 広く住民や社会福祉団体関係者に支
えられ公共性を持つ社会福祉協議会
に、運営費の一部を補助する。

地域福祉の推進の中核的な役割を果
たす社会福祉協議会の経営基盤の安
定、強化を図ることで、社会福祉事業
の能率的運営と、地域社会福祉の増
進を図ることができる。

63,864 63,864

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

5/29



6/29

抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

32 144 健康福祉部 社会福祉課 37 難病患者等福祉手当給付事業
○難病患者等福祉手当の支給

4 2 8 H99 平成27年1月に制定された難病法及び
児童福祉法の改正により、厚生労働大
臣が指定した難病または小児慢性疾
患に罹患し、栃木県が発行した医療受
給者証が交付されているものに対し、
難病患者等福祉手当を支給する。

難病患者等に対して、長期化する医療
費の経済的、精神的負担の軽減を図
ることができる。

22,605 24,519

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

33 145 健康福祉部 社会福祉課 47 福祉タクシー事業
○障がい者の地域生活支援

4 2 4 H99 交通機関を利用することが困難な心身
障害者のために、必要な交通の便を確
保するとともに、その経費の一部を助
成する。

電車、バス等の通常の交通機関を利
用することが困難な心身障害者のため
に、必要な交通の便を確保するととも
に、その経費の一部を助成し、心身障
害者の社会生活の向上を図る。

4,309 8,128

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

34 146 健康福祉部 社会福祉課 51 障がい児通所支援事業
○障がい者の地域生活支援

4 2 4 H99 障がい児への通所支援サービスを提
供する。障がい児がその有する能力を
活用し、自立した日常生活を営むこと
ができるよう、障がい福祉サービスの
提供を行い、福祉の増進を図ることを
目的とする。

障がい児への通所支援サービスを提
供する。　障がい児が、その有する能
力を活用し、自立した日常生活を営む
ことができるよう、障害福祉サービスを
提供する。

59,732 59,732

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

35 149 健康福祉部 社会福祉課 55 こども通園センターけやき運営事
業
〇障がい者の地域生活支援

4 2 4 H99 学齢期の障がいのある児童等に対し
て、放課後等デイサ-ビス事業を实施
する。未就園児に対し、児童発達支援
事業を实施する。

通所支援施設において、必要なサ-ビ
スを提供することで、障がい児の子育
て支援体制の充实を図る。

13,314 13,314
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

36 159 健康福祉部 ふれあい館 1 ふれあい館管理事業
○ふれあい館・ゆうゆう館・きらら
館施設の充实（運営管理）

4 1 3 H99 施設（温水プール）の特性を生かしたス
ポーツの普及による健康増進事業の
实施と入浴施設の特性を生かしたリラ
クゼーション及び温浴効果による福祉
と健康の増進。福祉センター下野市ふ
れあい館の管理運営。

　ロコモーティブシンドロームを減らす
ために体力の向上は重要な役割であ
り、プールやトレーニング機器を利用し
て幅広い年齢層の健康づくりに貢献
し、小学生からの体力向上を図ること
など健康づくりの拠点となる事業展開
を進める。　また、整備が予定されてい
る三王山公園やふれあい館施設の資
源を生かして市民に憩いの場を提供す
る。

72,710 74,696

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

24

37 161 健康福祉部 きらら館 1 きらら館管理事業
○ふれあい館・ゆうゆう館・きらら
館施設の充实（管理運営）

4 1 3 H99 保健福祉センターきらら館の管理運営
を行う。

・きらら館は、平成12年4月にオ－プン
し、各種検診事業を行う保健センタ－
やトレ－ニング室、デイサ－ビスセンタ
－を備えた施設として、多くの方々に
利用されている。また、きらら館は建築
後16年を経過しているため、経年劣化
により修繕費等の増加が見込まれる
が、利用者への安全安心な施設を提
供するため、施設、設備の維持管理を
図る必要がある。

26,848 24,440

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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38 162 健康福祉部 きらら館 2 きらら館改修事業
○ふれあい館・ゆうゆう館・きらら
館施設の充实

4 1 3 H28 「健康維持トレ-ニング施設」とするため
改修工事を实施する。

健康維持のニ－ズが高い高齢者をは
じめとした、トレ－ニング需要の高まり
に対応するため、医療機関との連携の
もと、「健康維持メデイカルトレ－ニング
施設」として整備、改修し市民の健康
維持増進を図る。

13,000 174,580

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

39 163 健康福祉部 ゆうゆう館 1 ゆうゆう館管理事業
○ふれあい館・ゆうゆう館・きらら
館施設の充实（管理運営）

4 1 3 H99 保健福祉センターゆうゆう館の管理運
営を行う

ゆうゆう館は、平成15年4月にオ－プン
し、温浴施設のほか地域包括支援セン
タ－、子育て支援センタ－等の福祉セ
ンタ－機能と各種検診事業を行う保健
センタ－機能を備えた施設として、多く
の方々が利用しています。また、ゆうゆ
う館は建築後13年を経過しているた
め、経年劣化によりが修繕費が増加傾
向にあるが、利用者に安全安心な施設
を提供するため、施設、設備の維持管
理を図る必要がある

75,534 73,564

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

40 165 健康福祉部 こばと園 1 こばと園事業　　　　　　　　　　　○
こども発達支援センター「こばと
園」事業の充实

4 2 1 H99 発達が気になる未就学児に個別、グ
ループ療育を通して発達を支援する。
保護者に対する相談支援や情報提供
をする。計画相談支援：障害者総合支
援法に基づき相談支援

発達障がいの子どもたちが早期に療
育に通うことで発達を促すことができ
る。専門士の指導により療育の充实を
図ることができる。活動に参加すること
ができ、尐しずつ着席の持続、興味の
幅が広がったり、他者との関わりも学
ぶことができる。就学に関して不安を
抱えている保護者が多く、相談委員の
先生と　就学相談をすることで不安を
軽減することができる。子どもの発達
に課題を持つ保護者に対して個々の
抱える課題・想いを共有したり、情報提
供を行うことができる。抱える課題の解
決や適切なサービスに向けての支援
ができる。

14,547 16,547

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

41 176 健康福祉部 こども福祉課 13 保育園共通事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 保育園運営に必要な事務・事業費 各保育園の共通経費の一元化による
事務の効率化を図ることで、保育士の
負担軽減が図られ、保育環境やサービ
スの向上に繋がる。

159,001 153,208
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

42 181 健康福祉部 こども福祉課 40 児童館共通事業
○児童館事業の充实

4 2 1 H99 各児童館の運営共通経費である。 5児童館の共通経費を一元化すること
により、事業の効率化が図れ経費の節
減になる。

32,714 31,770 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

43 182 健康福祉部 こども福祉課 41 学童保育共通事業
○学童保育の向上

4 2 1 H99 学童保育室運営に必要な経費。 １３学童保育室の共通経費の一元化
することにより、事業の効率化が図れ
経費の節減になる。

54,438 55,979
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

7/29
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44 187 健康福祉部 こども福祉課 51 学童保育室整備事業
○学童保育の向上

4 2 1 H99 国分寺東児童館学童保育室の整備。 国分寺東児童館学童保育室は年々利
用児童が増加しており、プレハブ教室
を利用しているが、保育スペースが狭
隘化している現状である。国分寺東小
学校の敷地内に学童保育室を新築す
ることにより、児童を安全に預かれる。
また、学童保育室が移転することによ
り、本来の児童館としての機能回復を
図れる。

3,277 60,500

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

45 191 健康福祉部 こども福祉課 58 保育園整備事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 園舎等の維持修繕及び必要な備品を
購入することにより、保育園施設の整
備を行う。

5保育園全施設の維持修繕、備品購入
等を一元化することで、事業の効率化
が図れる。よってコスト削減が可能とな
り、広範囲にわたる整備事業が实現で
きるため、より安全で安心な保育環境
の下での保育サービスの向上が図れ
るようになる。また、工事請負等依頼
計画及び備品購入計画により、各年度
事業執行予算の平準化を図る。

6,750 14,600

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

46 196 健康福祉部 こども福祉課 65 認定こども園整備事業　　　　○こ
ども園制度への移行推進

4 2 2 H99 幼児教育と保育を一体的に提供する
認定こども園の施設整備に要する費用
の一部を補助することにより、子どもを
安心して育てることができる体制の整
備をする。特に保育ニーズが多様化し
ている低年齢児の需要にこたえるため
の保育所機能部分を整備する。

尐子高齢化の進行や夫婦共働き世帯
の増加、雇用形態の変化など子育て
家庭を取り巻く社会的な状況は大きく
変化し、保育施設に求められるサービ
スも多様化している。特に低年齢児の
需要が増大していることから、低年齢
児の需要に対応するため、市内市立
幼稚園に助成することにより、認定こど
も園を整備し、保育機能の充实を図
る。

212,217 91,386

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

47 200 健康福祉部 薬師寺保育
園

1 薬師寺保育園事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 乳幼児の保育経度障がい児保育延長
保育一時預かり保育

この事業を行うことにより保護者の多
様な保育需要に対応し、質の高い保育
サービスを提供するとともに、児童の
発達段階に則した遊びや体験を通し、
基本的な生活習慣の習得や集団生活
による社会性を身につけ、児童の心身
ともに健やかな成長を図る。公立保育
園が子育て・保育の情報発信をする。
虐待等対応が早期にでき、連携がとれ
る。保護者に家庭支援・育児支援がで
きる。地域交流を通しての子育て環境
をつくる。

9,902 9,902

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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48 201 健康福祉部 吉田保育園 1 吉田保育園事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 乳幼児の保育軽度障がい児保育延長
保育

この事業を行うことにより保護者の多
様な保育需要に対応し、質の高い保育
サービスを提供するとともに、児童の
発達段階に則した遊びや体験を通し、
基本的な生活習慣の習得や集団生活
による社会性を身につけ、児童の心身
ともに健やかな成長を図る。公立保育
園が、子育て・保育の情報発信をす
る。虐待対応等早期に対応でき、連携
が取れる。地域交流を通しての子育て
環境を作る。

7,615 7,615

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

49 202 健康福祉部 グリム保育園 1 グリム保育園事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 乳幼児の保育軽度障がい児保育延長
保育・一時保育土曜保育

この事業を行うことにより保護者の多
様な保育需要に対応し、質の高い保育
サービスを提供するとともに、児童の
発達段階に則した遊びや体験を通し、
基本的な生活習慣の習得や集団生活
による社会性を身につけ、児童の心身
ともに健やかな成長を図る。公立保育
園が、子育て・保育の情報発信をす
る。虐待等早期に対応でき連携が取れ
る。地域交流を通して子育て環境を作
る。保護者に家庭支援・育児支援がで
きる。

24,353 24,353

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

24

50 203 健康福祉部 グリム保育園 2 グリム保育園空調機更新工事
○保育園育児環境の向上

4 2 3 H28 平成28年度空調機更新工事 平成10年に設置　老朽化に伴い修繕を
繰り返しているまだ未修繕の所もあり
今後壊れる可能性がある。今年度も壊
れ、修繕費の捻出が困難。一時的に修
繕していても、繰り返される。新規更新
をお願いしたい。

0 45,650

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

51 204 健康福祉部 こがねい保育
園

1 こがねい保育園事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 乳幼児の保育軽度障がい児保育延長
保育土曜保育

この事業を行うことにより保護者の多
様な保育需要に対応し、質の高い保育
サービスを提供するとともに、児童の
発達段階に則した遊びや体験を通し、
基本的な生活習慣の習得や集団生活
による社会性を身につけ、児童の心身
ともに健やかな成長を図る。公立保育
園が、子育て・保育の情報発信を行う。
保育園に入所している子どもの保護者
に家庭支援・育児支援を行う地域の交
流をとおし子育てしやすい環境をつく
る。

14,033 14,033

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

9/29
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52 205 健康福祉部 しば保育園 1 しば保育園事業
○保育園の育児環境の向上

4 2 1 H99 乳幼児の保育軽度障がい児保育延長
保育

この事業を行うことにより保護者の多
様な保育需要に対応し、質の高い保育
サービスを提供すると共に、児童の発
達段階に則した遊びや体験を通し、基
本的な生活習慣の習得や集団生活に
よる社会性を身に付け、児童の心身と
もに健やかな成長を図る。公立保育園
が、子育て・保育の情報発信をする。
虐待対応が早期にでき、連携が取れ
る。保護者に家庭支援、育児支援がで
きる。地域交流を通しての子育て環境
をつくる。

10,569 10,569

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

53 208 健康福祉部 南河内児童
館

4 南河内児童館事業
○児童館事業の充实

4 2 1 H99 児童（児童福祉法上０歳～１８歳）の健
全育成に関する総合的な機能を有す
る安心安全な施設として、児童に健全
な遊びを与えて健康を増進し情操を豊
かにする。

遊びを通して、考え、決断し、行動し、
責任をもつという自主性・社会性等を
身につけ、また、自ら創造する力を育
成するとともに、案全教育に関する意
識の向上を育て、児童の健全育成を図
る。　そして、子ども一人ひとりの状態
を把握し個々の発達段階に応じてして
いくことができるように事業を实施し支
援していく。

7,774 7,598

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

54 212 健康福祉部 石橋児童館 2 古山小学童保育事業
○学童保育の向上

4 2 1 H99 学校の隣接地の学童専用施設2箇所
で保育を　实施、保護者の仕事と子育
ての両立を支援する。

保護者が就労等により保育に欠ける児
童に対し、遊びや生活の場を与えて仕
事と子育ての両立を支援する。

5,103 5,147 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

55 224 健康福祉部 高齢福祉課 2 配食サービス事業
〇高齢者の生活支援の充实【重
点戦略1】

4 2 5 H99 ひとり暮らし高齢者等に対して、昼食
時にお弁当を配達し、併せて安否確認
をする。

概ね６５歳以上の高齢者等で、老衰、
心身の障がい及び傷病等の理由によ
り調理が困難な方に対して、食事の確
保と安否の確認を行うことにより、栄養
面の改善により健康を維持し、よって
在宅生活が助長され、介護保険料の
軽減が図られる。

5,880 6,090

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

56 230 健康福祉部 高齢福祉課 11 ねたきり老人等紙おむつ購入券
給付事業
〇高齢者の生活支援の充实【重
点戦略1】

4 2 5 H99 ねたきりで紙おむつを使用する高齢者
等に紙おむつ購入券を給付する。

ねたきり高齢者及びその家族に対して
経済的支援を行うことにより福祉の向
上と在宅介護の継続を進めて、介護保
険料の抑制を図る。

12,312 13,320
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

57 231 健康福祉部 高齢福祉課 12 ねたきり老人等介護手当事業
○高齢者の生活支援の充实【重
点戦略1】

4 2 5 H99 在宅でねたきりの高齢者等を同居して
介護している方に手当を支給する。

この事業を行うことにより、在宅での介
護を支援するとともに、在宅介護の継
続を図り、介護保険料の抑制が見込ま
れる。

7,668 8,640
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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58 247 健康福祉部 高齢福祉課 35 介護保険への負担事業
○介護保険事業の充实

4 3 1 H99 介護保険特別会計（保険事業勘定）繰
出金平成２７年度からの次期（第６期）
下野市高齢者保健福祉計画に沿った
事業運営

介護認定審査会の判定により要介護
（要支援）の決定がされ、ケアマネー
ジャーの居宅サービス計画に基づき、
介護保険のサービスを利用した場合に
保険給付分９割を支払う。介護保険制
度の改正により、住民主体の地域づく
りを推進することになり、現行制度を維
持した場合より費用の伸びが抑えられ
効率化を図ることが想定される。

576,924 611,068

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

59 261 健康福祉部 健康増進課 3 健康づくりトレーニング事業
○健康増進事業の推進

4 1 2 H99 健康づくりのための運動指導实践事業
（メディカルトレーニング）の实施。専門
業者（健康運動指導士等）への委託に
よる運動指導及び事前講習会の開
催。

健康づくりに有効といわれる有酸素運
動やマシントレーニングなどを中心とす
る運動指導实践事業である。既病歴に
ついて、主治医と連携し、個々に合わ
せたメディカルトレーニングメニューを
組むことにより、市民の生活習慣病等
の疾病予防や健康増進及び介護予防
並びに医療費の抑制を目的として实施
している。

27,916 27,713

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

60 268 健康福祉部 健康増進課 11 がん対策事業
○健康増進事業の推進　【重点
戦略１】

4 1 2 H99 がんの早期発見を目的とし、胃・肺・大
腸・前立腺・乳・子宮頸がん検診（集団
検診か個別検診のどちらかを選択）を
实施する。

　各種がん検診を实施し、がんの早期
発見と早期治療を目指す。　　集団検
診は、検診機関に委託し、個別検診
は、小山地区医師会と契約し、市内
（一部市外）医療機関に委託している。
Ｈ２６年度から前立腺がん及び子宮頸
がん検診において自己負担金を徴収し
ている。

137,870 122,584

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

61 277 健康福祉部 健康増進課 24 心理発達相談事業
○母子保健の推進　【重点戦略
１】

4 1 2 H99 ・乳幼児健診、乳幼児発達二次健診・5
歳児健康相談・就学前相談と就学後継
続的発達評価と個別相談・母子支援事
業・育児相談・幼児発達支援親子教
室・学校サポートチーム活動・適応指
導教室個別相談

子どもを育てる環境が大きく変化し、家
族機能の低下、虐待ケースや発達障
がい児の増加など、就学に影響する児
や精神的に不安定な保護者が増加し
ている。育児体験が尐ないため、育児
不安を訴える保護者が増加している。
又、精神面の不安定さから子育てにく
さを抱える保護者や、人間関係の調和
を図れない、発達障がいの保護者等が
見受けられる。この様なことから、丁寧
な育児支援と精神的な支援が必要で
あり、乳幼児期かのら関わり、信頼関
係を持った心理職が、専門的な支援や
個別支援を継続的に实施していく必要
性が高い。

9,170 10,747

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

11/29



12/29

抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

62 278 健康福祉部 健康増進課 25 妊娠サポート事業
○不妊治療の助成

4 1 2 H99 ・不妊治療及び不育症の治療は保険
診療適用外の検査や治療　が多く、高
額な費用がかかるため、この治療等を
受けている夫婦　に検査費及び診療費
の一部を助成し、経済的負担を軽減す
る。・予防接種費を一部助成し、先天性
風しん症候群の予防を図る。

・不妊治療（人工授精、特定不妊治療）
及び不育症治療を受けて　いる夫婦の
経済的な負担の軽減と尐子化対策の
推進を図る。・風しん及び麻しん風しん
混合予防接種の費用の一部を助成す
る　ことで、風疹ウィルスの感染を防ぐ
と共に、妊娠を希望する夫婦　等の先
天性風しん症候群を予防し、安心して
妊娠・出産できる　環境整備に貢献す
る。

8,235 10,635

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

63 283 産業振興部 農政課 3 地域ブランド支援事業
○ブランド野菜生産の支援【一部
重点戦略】

2 1 1 H99 苺良質苗生産促進　干瓢産地支援　か
んぴょう消費拡大支援事業　かんぴょ
うまつり实行委員会酒米産地支援事
業

下野市を代表する「特産品」となる適地
適産農産物を掘り起こし、生産を支援
するとともに将来のブランド野菜を目指
し、地産地消の推進と地域農業・農村
の活性化を図る。干瓢の生産農家を支
えるとともに、下野市産の干瓢を消費
してもらえるように消費拡大支援を行
う。消費拡大の目的の一つとして、下
野市内の飲食店に共通のかんぴょうレ
シピを提供してもらえるよう促進する。
さらに、生産日本一を誇るかんぴょうを
一つのきっかけとして下野市産農畜産
物の消費拡大を図るため、かんぴょう
まつりを開催して消費者との交流を図
る。

5,648 5,610

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

64 287 産業振興部 農政課 7 担い手支援事業
○農業担い手の支援

2 1 1 H99 担い手の確保・育成・支援するための
補助事業

望ましい農業構造を確立するため、自
らの創意工夫に基づき農業経営の改
善を計画的に進めようとする者を担い
手と位置付けし、重点的に支援措置を
講じることにより、担い手を育成・確保
する土地利用型農業者に対しては主と
して優良農地の集積を図る。園芸作物
生産者に対してはパイプハウスの導入
に対する支援を行う。

6,440 6,440

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

65 294 産業振興部 農政課 14 施設管理費
○６次産業化の推進

2 1 1 H99 施設の管理及び運営 村づくり事業等により整備された施設
の利用増及び活性化を図り、地産地消
の推進やブランド品の開発などを推進
する各施設を利用する農業者団体等
による新商品開発や既存の加工品の
販路拡大を図ることで、６次産業化の
支援とともに下野市産農畜産物の利用
増大を図る

10,863 10,863

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

66 299 産業振興部 農政課 19 市単独農業農村整備事業
○市単独農業農村整備の推進

2 1 3 H99 県営ほ場整備の完了した地区におい
て、農業農村整備補助対象となりにく
い幹線道路の整備を行う。

　当該道路は建設課の下野市幹線道
路整備計画の長期計画路線として、県
道笹原・二宮線と市道1-10号線を結ぶ
２級幹線道路の位置付けにあり、従前
から舗装された生活道路でもあり、早
急なＡｓ舗装による整備が望まれてい
る。

51,581 34,740

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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67 307 産業振興部 農政課 40 農業水利施設保全対策事業
○土地改良施設維持管理の適正
化

2 1 3 H99 　老朽化した農業水利施設の機能診
断や補修による農業水利施設の長寿
命化や安全性の向上を図り、生産性の
向上及び競争力ある「攻めの農業」の
实現に資する。

　多くの施設が整備後の年数経過によ
り漏水、ひび割れの発生や、ポンプ・配
管・設備等の不具合が見られるなど施
設の老朽化が進行し安定的な農業用
水の取水が懸念されている。　また、組
合員の減尐や高齢化によって維持管
理体制が脆弱化し、対応が困難な中、
経費等の問題で更新整備の实施が困
難な状況にある。　このためストックマ
ネジメントを活用し、日常点検・定期的
な機能診断で施設の状況を的確に把
握しながら、ライフサイクルコストの低
減を意識した適切な対策工事を实施す
る。

57,400 27,100

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

68 309 産業振興部 農政課 42 農業基盤整備促進事業
○土地改良施設維持管理の適正
化

2 1 3 H99 　農業競争力の強化に向けた取り組み
を行う地域において、事業費が10,000
千円以上、受益者数２者以上である事
業について国・県の補助を活用し農業
基盤の整備を行う。

　生産性を高め競争力ある「攻めの農
業」を实現するため、農地の大区画化・
汎用化等の基盤整備により、担い手へ
の農地集積を加速化し、農業の構造改
革を推進することが不可欠である。　ま
た、戦後急速に整備された農業水利施
設については、今後、耐用年数を迎え
る施設が急激に加速することから、適
切な保全管理が求められている。　こ
のため、農地・農業施設等の整備を地
域の实情に応じて实施し、農業競争力
の強化を図るものである。

103,707 91,420

事業内容を見
直しながら实
施する事業

69 311 産業振興部 農政課 45 石橋南部ほ場整備地区内集会施
設建設事業
○石橋南部ほ場整備集出荷施設
【重点扱い】

2 1 3 H29 石橋南部ほ場整備地内の約１ｈａの非
農用地に都市部住民と農村部住民の
交流と地域活性化のための交流施設
を整備する。併せて、農産物の販売及
び加工所を整備し６次産業の推進を図
る。

石橋南部ほ場整備地内の約１ｈａの用
地については、平成20年度に集会施
設用地として取得しており、長期にわ
たり未利用地にしておくことは、土地を
提供した者に対して望ましくなく、事業
を实施することで得られる効果は大で
ある。

150,329 300,200

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

70 318 産業振興部 商工観光課 1 共通商品券発行事業
○商工業の振興

2 2 1 H99 商工会会員の店舗で、共通に使用でき
る商品券を発行し、市内商業の振興を
図る。

　消費に活力を与え、地元商店の販売
額の増加と、地元ならではのサ－ビス
向上をはかり、消費者の満足度の充实
につなげるとともに市内商業の活性化

61,921 9,000 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

71 321 産業振興部 商工観光課 4 商工業振興事業
○商工会への運営支援
○企業立地の促進

2 2 1 H99 市内2商工会への運営費補助市内立
地企業連携推進事業補助商工業者対
象のＩＣＴ講習開催

商工会が地域経済団体として实施する
商工業者支援のための事業充实及び
商工業者の経営基盤の強化を図る。
市町間及び市内工場等の連携を密に
し、下野市への企業立地促進と工業振
興を図る。

25,887 25,887

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

72 330 産業振興部 商工観光課 13 中小企業制度融資事業
○中小企業への支援

2 2 1 H99 市内金融機関を通し市内中小企業者
に融資を行う。

中小企業の資金調達を容易にし、経営
の安定を図る。新規立地企業者の資
金調達を容易にし、事業創業と健全な
事業経営を図る。

501,700 501,700
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26
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73 331 産業振興部 商工観光課 14 中小企業制度融資促進事業
○中小企業への支援

2 2 1 H99 市制度融資に係る保証料を補助する。
設備関連資金借入者の利子の一部を
補助する。

市融資制度の利用促進と中小企業の
資金調達の負担軽減を図る。

15,370 15,370
事業内容を見
直しながら实
施する事業

74 334 産業振興部 商工観光課 17 観光振興事業
○観光協会への運営支援

2 3 1 H99 下野市の歴史、文化、農産物、商工業
製品、下野ブランド等を「魅力ある観光
資源」として磨き上げ、有効活用し、シ
ティーセールスを推進する。

栃木県、栃木県観光物産協会、「本物
の出会い　栃木」観光キャンペーン推
進協議会、下都賀地区広域観光開発
推進協議会、栃木県アンテナショップ
協議会の行う首都圏における観光ＰＲ
事業に積極的に参加し、下野市のＰＲ
を行う。インフォメーションセンターや道
の駅しもつけの観光ＰＲ施設を活用し、
市観光協会と連携して観光イベントや
ＰＲポスター、ＨＰにより情報発信を行
う。観光振興計画の進捗状況を管理
し、計画の实現を図る。

26,676 36,116

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

75 336 産業振興部 商工観光課 23 観光振興団体助成事業
○市観光協会への運営支援

2 3 1 H99 一般社団法人下野市観光協会に事業
費補助を行い、下野市らしい魅力ある
観光資源の発掘・育成・ＰＲ及び観光イ
ベントを实施する。

一般社団法人下野市観光協会への事
業費補助を行い、本市の魅力ある観光
資源を有効活用し、シティーセールス
の推進を効果的に図る。　また、「下野
市観光振興計画」の实現に向け、潜在
資源の掘り起しや磨き上げにより、新
たな観光資源を創出し、交流人口の拡
大を図る。

23,228 25,228

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

76 338 産業振興部 商工観光課 25 道の駅しもつけ管理事業
○「道の駅しもつけ」の活用

2 3 1 H99 道の駅しもつけの維持管理運営 市が整備した道の駅施設で「産業の振
興」「シティセールス」「地域間交流」「都
市農村交流」「地産地消」の推進を図る
ため、道の駅にある各施設を指定管理
者が一括管理・運営することにより、相
乗効果をあげ、効率的な管理・運営を
図る。

31,273 30,635

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

24

77 341 産業振興部 商工観光課 31 工業団地管理施設修繕事業
○商工業の振興

2 2 1 H29 柴工業団地・西坪山工業団地雨水管
の老朽化したマンホール蓋の修繕マテ
リアル施設雨水排水受入れに向けた
能力確認及び修繕

マンホール蓋を交換することにより、割
れや車輛往来の振動水位上昇にとも
なう内圧上昇による外れ防止を行い、
通行の安全を確保する。排水管内を洗
浄することにより、排水管の性能回復
を図る。竣工図書の作成や流下能力を
計算することにより、マテリアル施設の
雨水受入れの可能性や、受入れのた
め必要な修繕内容を把握する。

40,194 6,025

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

78 342 産業振興部 商工観光課 32 道の駅しもつけ基金費
○道の駅しもつけ基金費

2 3 1 H99 道の駅しもつけ基金の積立 道の駅しもつけの施設老朽化に伴う大
規模修繕に備え基金積み立てを行い、
修繕時の一般財源の負担軽減を図
る。

16,882 16,632
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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79 349 建設水道部 建設課 3 公共施設維持管理事業
○生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 道路・河川公園等公共施設の維持管
理

舗装が壊れたり路肩に草が繁茂すると
通行の支障となり、それらに起因する
事故が起きた場合は、市の管理責任
が生じてしまう。以前は民間業者に委
託することが多く、コストが高くなってい
た。H22より急を要する舗装修繕や除
草作業を臨時職員により实施すること
で、事故の未然防止に繋がっている。
また、直営で行うことにより、コストの縮
減にも寄与している。

4,643 5,308

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

80 350 建設水道部 建設課 4 市道維持管理総務事務事業
○生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 市道維持に関する経常経費。 市道の機能性、利便性、安全性の確
保。

27,627 27,411
事業内容を見
直しながら实
施する事業

81 351 建設水道部 建設課 5 市道維持管理事業
○生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 市道維持管理及び街路樹等維持管
理。

市道の機能性・利便性・安全性を確保
するため、生活道路や道路構造物（側
溝など）の経年劣化による痛みが激し
い地域の修繕、および街路樹等の維
持管理を行う。

127,927 127,927

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

82 352 建設水道部 建設課 6 市道維持修繕事業
○道路・橋梁の維持管理

3 2 2 H99 市道の機能向上のための修繕事業。 交通量や路面劣化により舗装が壊れ
た幹線道路を計画に基づき修繕してい
く。

44,000 94,000
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

83 353 建設水道部 建設課 14 市道1-2号線外2路線（石2006・
2007号線）道路整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H29 (国庫)道路改良事業用地測量・物件調
査用地費・補償費・工事費【上古山・下
古山地内　ヨークヘ゛ニマル南側】

地域住民が快適に過ごせる生活道路
の整備と通学児童及び地域住民の交
通安全施設として歩道の整備を行う。
特に、地元自治会・教育委員会・下野
市警察署から、石橋北小学校へ通学
する児童の安全確保を要望されてお
り、これらに対応したい

18,190 48,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

84 354 建設水道部 建設課 19 市道1-8号線（国1-7号線）（笹原）
道路整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H29 道路改良事業（市単）路線測量・詳細
設計・用地測量（国庫）用地費・補償
費・工事費【笹原地内　自治医大・国道
4号西側】

本道路は、自治医大病院への通勤や
通院のため、朝夕を中心に交通量が
多いにも関わらず、道路幅員が6ｍと
狭いため、非常に危険な状況である。
国道4号から県で整備計画のある都市
計画道路（小金井西通り）に接続し、通
学道路にも指定されている市道2-21号
線までを整備することにより、住民の安
全と広域的な基幹道路網整備に寄与
する。

107,776 45,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

85 356 建設水道部 建設課 21 市道1-3号線他（国3009号線）道
路整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H33 道路改良事業(市単)予備設計(国庫)詳
細設計、用地測量、用地、補償、工事
【小金井地内　JAライスセンター東側】

一般県道下野壬生線から主要地方道
栃木二宮線までの本路線を整備するこ
とにより、旧3町を結ぶ基幹的道路網
が整備され、新市の一体性の確立を図
る。

0 25,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

15/29



16/29

抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

86 357 建設水道部 建設課 25 一般市道整備事業
○生活道路等の整備

3 2 1 H99 （市単）道路改良工事【市内全域】 ①地元要望による生活道路の整備②1
事業に「特出し」しなくても単年度で完
成してしまう程度の新設改良事業　③
新設改良事業に伴う、附帯工事の实施
及び用地買収地などの維持管理

8,000 8,000

事業内容を見
直しながら实
施する事業

87 358 建設水道部 建設課 26 橋梁長寿命化修繕事業
○道路・橋梁の維持管理

3 2 1 H99 市が管理する道路橋のうち、橋長１５
ｍ以上の橋梁全て(38橋)を対象とし、
实施設計・修繕工事を实施する。

橋梁の健全度４０以上８０以下（予防的
な修繕を要する橋梁）について、修繕
工事を施し、健全度８０以上の当面修
繕を要しない状況を確保する。

4,500 20,000
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

88 359 建設水道部 建設課 27 市道2-1号線（石2-15号線）道路
整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H30 （国庫）道路改良事業用地測量・物件
調査・用地費・補償費・工事費【上古山
地内　宇都宮市境】

宇都宮市針ヶ谷地区土地改良による
農道整備が進められ、本路線に接続
する（H29工事完了予定）。これにより
県道鹿沼下野線と県道安塚雀宮線が
本路線を介して結ばれ、宇都宮市への
アクセスが向上し、交通量の更なる増
加が見込まれる。このような状況から、
道路拡幅工事により交通量増加に対
応し、併せて歩道を整備し、通学児童
の安全確保と、生活環境の向上を図る

3,800 40,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

89 360 建設水道部 建設課 29 市道5157号線（国5058号線）道路
整備事業
○生活道路等の整備

3 2 1 H28 道路改良事業(市単)測量設計、用地、
補償、工事【川中子・国分寺地内　国分
寺西小学校南側】

地元要望による歩道整備及び道路改
良であり、国分寺西小学校へ通学する
児童の安全を確保する。

17,440 25,000 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

90 361 建設水道部 建設課 30 河川管理事業
○河川水路の保全管理

3 3 2 H99 ・排水樋管の管理（下吉田樋管、田川
樋管）・河川公園の維持管理（西川田
河川公園、新川河川公園、　東田橋河
川公園、姿川ポケットパーク、谷地賀
親水公園等）・田川、姿川サイクリング
ロードの維持管理

一級河川である田川、姿川河川敷に整
備されている二つのサイクリングロード
及び市内１２の河川公園の維持管理を
行うことによって、利用者の安全を確
保し河川の親水性を高め、河川環境の
保全向上及び景観の美化を図る。

10,414 10,414

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

91 363 建設水道部 建設課 33 市道1-5号線（石2-22号線）道路
整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H31 （国庫）道路改良事業測量調査・用地
費・補償費・工事【上台地内　石橋中学
校西側】

本路線は幅員が狭小で歩道もなく、利
用者の安全な通行に支障を来してい
る。東田橋の架け替えに合わせ改良工
事を实施することにより、利用者とりわ
け石橋中学校に通学する生徒の安全
確保を図る。

199,500 35,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

92 364 建設水道部 建設課 35 市道2-10号線道路整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H34 道路改良事業（市単）測量設計（国庫）
補償算定、用地、補償、工事【細谷・橋
本地内　細谷小学校東側】

①国道352号から一般県道下野壬生線
までL=2.4kmを改良②下長田地区まち
づくり交付金事業で实施している市道
2-10号　線に接続して、国道352号まで
L=2.0kmを改良　上記により、細谷小学
校へ通学する児童の安全を守るととも
に姿川西地区の道路網の強化を図る。
③第3工区については、平成24年度に
請願が提出され採択している。

10,600 15,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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93 365 建設水道部 建設課 36 市道7069号線号線道路整備事業
○生活道路等の整備

3 2 1 H28 (市単)道路改良事業【薬師寺地内　薬
師寺保育園南側】

生活道路整備　道路整備要望書が提
出されている路線であり、生活道路整
備検討委員会により、改良工事がふさ
わしいとの回答を受け、整備事業を執
行する。

5,000 21,600

事業内容を見
直しながら实
施する事業

94 366 建設水道部 建設課 38 道路アンダー長寿命化修繕事業
○道路・橋梁の維持管理

3 2 2 H99 市で管理する道路アンダーの点検を实
施し、道路アンダー台帳を整備すると
ともに、道路アンダー長寿命化修繕計
画を策定し、計画的に修繕工事を实施
する。

安全、安心な市内道路網を構築するた
め、道路アンダーの冠水や擁壁の崩落
等の事故のないよう、修繕工事を施
し、健全な状態を維持する。

20,000 10,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

95 367 建設水道部 建設課 39 市道2-7号線整備事業
○救急医療体制の充实【重点戦
略3】

4 1 1 H32 （国庫）道路改良事業詳細設計・調査
測量用地費・補償費・工事費【下古山
地内　石橋病院移転関連】

石橋総合病院の移転に伴い、今後、緊
急車両や来院者等による交通量の増
加が予想され、これに対応するアクセ
スの整備が急務となる従来から計画の
ある都市計画道路（北城通り）の法線
を変更し病院のアクセス道路として整
備することにより、都市計画道路の進
捗を図り、併せて、周辺道路との良好
な交通ネットワークを構築し、将来的な
来院者、通勤・通学者及び周辺住民の
交通の安全性を確保する。

13,000 95,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

96 368 建設水道部 建設課 41 道路橋定期点検事業
○生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 市が管理する道路橋について点検を
实施する。

市が管理する道路橋について点検を
实施し、各部位における損傷、劣化の
状態を把握し、道路橋の健全な状態を
維持することを目的とする。

28,500 24,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

97 369 建設水道部 建設課 42 市道2-2号線道路整備事業
○主要幹線道路の整備

3 2 1 H29 （市単）道路改良事業　　　　 工事費
【下長田地区　長田神社西側】

都市再生整備計画事業（旧まちづくり
交付金事業）において整備した下長田
地区の幹線道路について、事業期間
(H21～H25)内に整備完了しなかった部
分の完成を図る。

5,000 20,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

98 370 建設水道部 建設課 43 ＪＲ小金井駅東西自由通路修繕
事業
○道路・橋梁の維持管理

3 2 2 H30 ＪＲ小金井駅東西自由通路は、架橋後
に約47年が経過しており、老朽化がみ
られるため、修繕工事を实施する。

市民並びに利用者の安全確保と利便
性の向上を図るため、修繕工事を实施
し、健全な状態を維持する。

0 20,000 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

99 371 建設水道部 建設課 44 市道2113･2132号線道路整備事
業
○生活道路等の整備

3 2 1 H30 (市単)道路改良事業【下古山地内　古
山小学校西側】

古山小学校西側の道路であり、通学路
になってはいるが、幅員狭小のため、
車のすれ違いが出来ない状況である。
地元からの要望を受け、生活道路整備
検討委員会により、拡幅改良がふさわ
しいとの回答を受け、整備事業を实施
する。

4,000 11,000

事業内容を見
直しながら实
施する事業

17/29
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100 373 建設水道部 建設課 46 自治医大駅西口バリアフリー事
業
○庁舎建設の推進「重点戦略2」

3 2 3 H28 バリアフリー事業（国庫）バリアフリー
工事費【医大前地内　JR自治医大駅西
口】

新庁舎建設に併せ、最寄駅のJR自治
医大駅西口のバリアフリー化を实施す
る。現在、歩道がマウントアップとなっ
ているため、段差が生じているが、車
道を嵩上げしセミフラット化する。歩道
は平板ブロックを張り、点字ブロックも
設置してイメージアップを図る。新庁舎
を核とした周辺の景観整備を行う。ま
た、駅を含めた利用者の利便性向上を
図るため休憩施設を設置する。

95,000 35,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

101 374 建設水道部 建設課 47 地籍調査事業
○地籍調査の推進

3 1 1 H99 　一筆ごとの土地について、所有者、
地番、地目、境界、面積を調査する。
（地籍の明確化）

　土地に関する地図等は登記所におい
て管理されているが、その大半が境界
や形状などが現地と大きく食い違いが
生じている場合が多くあることから、登
記簿に記載された土地の面積等も正
確ではないのが实態である。　地籍調
査を实施することにより、登記所の登
記簿と地図が正しいものに書き換えら
れ、登記されている土地の筆界を現地
に復元することが可能となる。　ほかに
も、土地取引の円滑化と土地資産の保
全、公共事業・民間開発事業のコスト
縮減、災害復旧の迅速化、公共物管理
の適正化及び固定資産税の課税の適
正化の効果がある。

19,326 13,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

102 377 建設水道部 建設課 50 サイクリングロード舗装修繕事業
○生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 市が管理している田川、姿川のサイク
リングロードについて、路面の損傷が
見られるため、舗装修繕工事を实施す
る。

近年、環境負荷の尐ないことや健康志
向の高まりを背景に、自転車の活用促
進が期待されており、サイクリングロー
ドを修繕することで、市民の安全で快
適な自転車通行空間を確保することを
目的とする。

0 30,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

103 379 建設水道部 建設課 52 自治医大駅東口バリアフリー事
業
○自治医大駅周辺バリアフリー
の整備

3 2 3 H30 バリアフリー事業（国庫）工事費【医大
前地内　ＪＲ自治医大駅東口】

下野市交通バリアフリー特定事業計画
に基づき、自治医大駅東口駅前広場
及び市道7002号線のバリアフリー工事
を行い、歩道と車道の段差を解消し、
併せて視覚障害者用点字ブロックも設
置する。歩道については、現状の陶板
ブロックが割れやすく、また、滑りやす
く危険であるため、透水性の滑りにくい
ものに改良する。

0 5,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

104 380 建設水道部 建設課 53 JR小金井駅東口トイレ改築工事
〇生活道路等の維持管理

3 2 2 H28 JR小金井駅東口トイレは建築後約20
年が経過しており、老朽化が見られ利
用者からの改修要望もあることから、
改築工事を实施する。

トイレを改築することで、利用者の利便
性の向上を図ることを目的とする。

0 20,000

事業内容を見
直しながら实
施する事業
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105 381 建設水道部 建設課 54 生活道路整備検討委員会採択道
路修繕事業
○生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 自治会長等から要望のあった道路修
繕要望を生活道路整備検討委員会に
て修繕の可否を検討し、修繕・整備を
实施する

交通量の増加や道路の経年劣化等に
より道路の修繕要望は後を絶たない。
年々要望内容も大規模で深刻化して
おり、従前の維持修繕事業　だけ対応
しきれない状況にある。　そのため、簡
易な修繕とは区別し、大規模な修繕要
望は、　普通建設事業として、計画的
に修繕していくものとする。

0 25,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

106 382 建設水道部 建設課 55 市道9151号線道路整備事業　○
生活道路等の整備

3 2 1 H32 道路改良事業（市単）測量設計、用地
補償、工事【柴地内　柴南３、平井自転
車店南側】

地元要望による道路改良（歩道整備及
び擁壁工）であり、生活道路整備検討
委員会により『整備』に位置付けられた
路線

0 7,000
事業内容を見
直しながら实
施する事業

107 383 建設水道部 建設課 56 通学路路側帯カラー化事業
〇生活道路等の維持管理

3 2 2 H99 路側帯を確保し、通行車両に色で周知
して歩行者の安全対策を図るために、
通学路の路側帯をカラー化する。

一定の要件を満たす通学路の路側帯
のカラー化を实施することにより、視認
性を高め、通学路であることへの再認
識を図り、児童、生徒の安全で安心な
歩行空間を確保することを目的とす
る。

0 5,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

108 390 建設水道部 都市計画課 10 公園の維持管理事業
〇公園の維持管理

3 3 1 H99 市内公園の維持管理。 公園は市民の憩いの場として利用さ
れ、コミュニティ活動やスポーツなどの
余暇活動の場として、市民の生活環境
の向上に大いに寄与している。そのた
め、公園は常に住みよい生活環境を維
持し都市景観の向上を図り、市民が快
適に利用できる施設として維持管理す
ることが必然的に求められている。ま
た、災害時などの防災避難場所として
の役割を担うためにも適切な維持管理
が必要である。

110,253 211,797

事業内容を見
直しながら实
施する事業

24

109 391 建設水道部 都市計画課 14 緑の基本計画策定事業
○緑の基本計画の策定・推進

3 3 2 H99 緑化の推進に関する基本計画を策定
する。

市都市計画マスタープランに基づい
て、公園・緑地の保全や緑化の推進に
関する基本計画を策定し、良好な自然
環境を保全しつつ緑のネットワークを
形成し、都市空間と田園、集落の調和
がとれたまちづくりを目指していく。

0 6,000

事業内容を見
直しながら实
施する事業

110 392 建設水道部 都市計画課 19 三王山地区市有地整備事業
○三王山地区市有地の整備【重
点戦略３】

3 3 1 H29 市有地の有効活用を図るため、ふれあ
いプラザ構想に基づき地域生活活性
化のために必要な施設を整備する。

三王山地区を再整備することにより、
当該地域のみならず、周辺地域の交
流が図られ、地域生活の活性化を図る
ことができる。

284,334 344,225
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

19/29
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111 400 建設水道部 区画整理課 1 仁良川地区土地区画整理事業特
別会計繰出金
〇土地区画整理の推進

3 1 1 H35 仁良川地区土地区画整理事業の建設
費（市債償還金を含む。）、人件費に充
てるため繰出金を支出する。

仁良川地区は、下野市東部の行政・文
化の拠点であり住宅地としての好条件
を有しているが、道路等の公共施設が
不十分であり、ミニ開発の増加により
良好な住環境の維持が困難な状況に
ある。土地区画整理事業を行うことに
より、公共施設が整備され、住環境の
向上と良好な住宅地の供給が図られ
る。地権者においては、土地区画整理
事業後の宅地の面積は従前に比べて
小さくなるものの、公共施設が整備さ
れ土地の区画が整うことにより、利用
価値の高い宅地となる。

451,639 545,621

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

112 401 建設水道部 区画整理課 3 石橋駅周辺土地区画整理事業特
別会計繰出金
〇土地区画整理の推進

3 1 1 H32 石橋駅周辺土地区画整理事業の建設
費（市債償還金を含む。）、人件費に充
てるため繰出金を支出する。

石橋駅周辺地区は、上三川町と隣接
し、石橋駅の東玄関口である。道路・公
園、駅前広場等の公共施設の整備改
善を行うことにより、健全な市街地の形
成と宅地の利用増進を図る。地権者に
おいては、土地区画整理事業後の宅
地の面積は従前に比べて小さくなるも
のの、都市計画道路や公園等の公共
施設が整備され土地の区画が整うこと
により、利用価値の高い宅地となる。

11,166 87,891

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

113 403 建設水道部 区画整理課 5 下古山土地区画整理事業
〇土地区画整理の推進

3 1 1 H29 土地区画整理事業により、道路・公園
等の公共施設を整備改善し、土地の区
画を整え、宅地の利用増進を図る。

道路・公園等の公共施設の整備改善
を行うことにより、健全な市街地の形成
と宅地の利用増進を図る。地権者にお
いては、土地区画整理事業後の宅地
の面積は従前に比べて小さくなるもの
の、都市計画道路や公園等の公共施
設が整備され土地の区画が整うことに
より、利用価値の高い宅地となる。

13,917 12,006

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

114 404 建設水道部 区画整理課 6 石橋駅周辺土地区画整理事業
〇土地区画整理の推進

3 1 1 H32 土地区画整理事業により、道路・公園
等の公共施設を整備改善し、土地の区
画を整え、宅地の利用増進を図る。

石橋駅周辺地区は、上三川町と隣接
し、石橋駅の東玄関口である。道路・公
園、駅前広場等の公共施設の整備改
善を行うことにより、健全な市街地の形
成と宅地の利用増進を図る。地権者に
おいては、土地区画整理事業後の宅
地の面積は従前に比べて小さくなるも
のの、都市計画道路や公園等の公共
施設が整備され土地の区画が整うこと
により、利用価値の高い宅地となる。

11,170 87,895

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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115 405 建設水道部 区画整理課 7 仁良川地区土地区画整理事業
〇土地区画整理の推進

3 1 1 H35 土地区画整理事業により、道路・公園
等の公共施設を整備改善し、土地の区
画を整え、宅地の利用増進を図る。

仁良川地区は、下野市東部の行政・文
化の拠点であり住宅地としての好条件
を有しているが、道路等の公共施設が
不十分であり、ミニ開発の増加により
良好な住環境の維持が困難な状況に
ある。　土地区画整理事業を行うことに
より、公共施設が整備され、住環境の
向上と良好な住宅地の供給が図る。地
権者においては、土地区画整理事業
後の宅地の面積は従前に比べて小さく
なるものの、公共施設が整備され土地
の区画が整うことにより、利用価値の
高い宅地となる。

594,644 772,771

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

26

116 406 建設水道部 区画整理課 8 都市再生整備計画事業
〇土地区画整理の推進

3 1 1 H29 仁良川地区土地区画整理地内の区画
道路を補助事業である「都市再生整備
計画事業」（旧まちづくり交付金）を活
用して整備する。第１期計画が平成２４
年度で終了し、平成２５年度から５か年
計画で第２期計画として、道路や公
園、街路灯等を整備する。

地区内は、狭隘道路が多く車両等もす
れ違えない状況にあることから、道路
を整備することにより狭隘道路地域が
解消され、一般車両はもとより緊急車
両も円滑に通行できるようになり、防災
上の安全性、住民生活の安心感の向
上が図れる。

312,456 154,700

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

117 408 建設水道部 水道課 2 配水管拡張・改良事業
○配水管の拡張及び改良

5 3 1 H99 配水管の新設及び布設替(改良）を行
う。

給水区域の拡張により給水人口の増
加を図り、水道事業の安定経営に資す
る。また、管路のループ化を図ることに
より適正な水質、水圧の確保及び断
水、濁水発生の解消を図り、おいしい
水の安定給水に資する。

50,000 50,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

118 409 建設水道部 水道課 3 配水管布設（区画整理）事業
○配水管の拡張及び改良

5 3 1 H99 仁良川土地区画整理地内に配水管を
布設し上水道の整備を図る。

宅地造成を図る区画整理地内に布設
することにより、給水人口の増加によ
る水道事業運営の安定に資する。　ま
た、区画整理事業の進捗により水道未
給水地区が発生するため、配水管を布
設し未供給地区を解消する。

43,000 50,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

119 410 建設水道部 水道課 5 水道施設維持管理事業
○水道施設の維持管理

5 3 1 H99 水源及び配水場施設の維持管理業
務。

・専門知識のある者が点検することに
より、異常・故障等の早期発見が可能
となる。・民間企業の活力・技術力等を
活用し、水道事業の安定運営を図る。・
将来に渡り良質な水道水を供給する施
設の維持管理の強化を図る。

34,518 34,518

事業内容を見
直しながら实
施する事業

120 411 建設水道部 水道課 6 水道料金等徴収事務委託
○水道料金等の徴収事務の効率
化

5 3 2 H99 水道料金等徴収事務を民間事業者へ
委託し、料金の収納率を向上させる。

市民サービスの向上と水道事業経営
の効率化を図るため民間企業への委
託を促進する、又収納率の向上を図る
ため、料金収納においてもライフスタイ
ルの多様化に対応して、コンビニ収納
を实施している。

46,440 46,440

事業内容を見
直しながら实
施する事業

21/29
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121 412 建設水道部 水道課 7 水道施設整備事業
○水道施設の整備
○水道水源の更新

5 3 1 H99 配水場や水源施設維持のための改修
等。

長期間使用してきた設備は機能低下
や故障を起こしやすくなり、水道水の供
給停止の恐れがある。このため、計画
的に設備更新、改修等を行い機能低
下や故障を未然に防止し、安全な水道
水を安定的に供給する。

243,000 358,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

122 414 建設水道部 水道課 12 石綿セメント管更新事業
○石綿セメント管の更新

5 3 1 H34 石綿セメント管を（老朽管）をダクタイル
鋳鉄管等の耐震管に布設替する。

石綿セメント管は耐震性が低いため、
漏水が発生しやすい。耐震管に布設替
することにより、漏水防止を図り有収率
の向上図るとともに、災害に強い水道
施設を構築する。

20,000 44,000

事業内容を見
直しながら实
施する事業

123 415 建設水道部 下水道課 1 浄化槽設置補助金
○浄化槽の設置促進

5 3 5 H99 浄化槽設置者に補助金を交付して設
置のための環境整備を図る公共下水、
集落排水を含めた整備率の向上を目
指す。

生活排水基本計画に基づき、住環境
向上への対応や生活系排水による公
共用水の水質汚濁の防止が図られな
い状態から浄化槽の設置整備を促進
し、生活環境衛生と水質の向上を図
る。

6,023 8,343

事業内容を見
直しながら实
施する事業

124 416 建設水道部 下水道課 2 公共下水道維持管理事業
○公共下水道の維持管理

5 3 5 H99 管路・マンホールポンプ場・調整池等
の維持管理を实施する。公共下水道
の汚水を排除処理するため流域下水
道負担金を納入する。

汚水や雨水処理のために設置された
施設の維持管理をとおして、市民の快
適な生活環境を保持する。また、市民
開放施設（調整池）の快適で安全な利
用確保を図る。流域下水道は市町の
わくを越え、広域的かつ効率的な下水
道の排除処理を目的としている。

345,418 363,000

事業内容を見
直しながら实
施する事業

125 417 建設水道部 下水道課 3 農業集落排水維持管理事業
○農業集落排水の維持管理

5 3 5 H99 農業集落排水施設の維持管理 農業集落排水処理のために設置され
た施設の維持管理をとおして、市民の
快適な生活環境を保持する。

111,587 110,000
事業内容を見
直しながら实
施する事業

126 437 教育委員会 教育総務課 1 奨学金貸付事業
○奨学金の貸付

1 1 3 H99 ・高校生及び大学生等へ奨学金の支
援を行う。・主たる家計者が死亡・疾病
等のやむを得ない事情により　就学の
継続が困難になった学生に対し緊急貸
付を行う。　（緊急在学奨学生制度）

経済的理由により修学が困難な学生
に対し、無利子で奨学金を貸付けるこ
とで修学が可能になり、有能な人材の
育成が図られる。それを以て、下野市
としての教育水準を上げることができ
る。

6,660 13,860

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

127 446 教育委員会 教育総務課 24 小学校プール改修事業
○プールの改修

1 1 4 H99 老朽化プール改修事業 プール建設から長期間が経過し、老朽
化が進んでいる。夏場だけの利用では
あるが、素肌で利用するため安全かつ
衛生的でなけれはならない。また、緊
急時の防火水の確保ということでも、
重要な施設である。老朽化の激しい施
設から、計画的に改修して行く。

0 34,800

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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128 447 教育委員会 教育総務課 25 中学校プール改修事業
○プールの改修

1 1 4 H99 老朽化プール改修（シート防水・濾過
機交換・プールサイド樹脂舗装）

プール建設から長期間が経過し、老朽
化が進んでいる。水泳授業は、夏場だ
けであるが、素肌で利用するため安全
かつ衛生的でなければならない。ま
た、緊急時の防火水の確保ということ
でも、重要な施設である。老朽化の激
しいプール施設から順次改修して行く。

0 31,700

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

129 448 教育委員会 教育総務課 27 中学校グラウンド改修事業
○校庭の改修

1 1 4 H99 グラウンド改修　实施設計、改良工事 現在のグラウンドは、水を含むと非常
に軟弱となり排水性が悪く、雨があ
がってからもしばらく利用できない。
中学校の部活動を含めた利用状況か
ら、排水性の良いグラウンドに早急に
改修したい。

0 5,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

130 449 教育委員会 教育総務課 30 小学校給食施設改修事業
○石橋地区学校給食施設の改築

1 1 4 H28 　総合計画後期基本計画の着实な遂
行を図るため、石橋北小学校の給食施
設を改築、改修する。

　石橋地区小学校給食施設の老朽化
について、学校教育課所管の「学校給
食検討委員会」で、自校式での建替え
が最適との答申を得た。　石橋北小学
校の既存調理施設は、標準より非常に
狭隘で不衛生なものであり、早急に改
修する必要がある。　また、既存施設
で調理した給食を提供しながら建築工
事を实施する。

169,755 75,654

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

131 450 教育委員会 教育総務課 32 中学校施設整備事業
○校舎の大規模改修

1 1 4 H99 市内4中学校施設の良好な教育環境
維持のため、学校施設の整備を行う。

生徒の安心・安全な学校生活を確保す
るため、施設整備は必要不可欠なもの
である。

26,761 26,000 積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

132 451 教育委員会 教育総務課 33 小学校施設整備事業
○校舎の大規模改修

1 1 4 H99 小学校施設の良好な教育環境維持の
ため、学校施設の整備を行う。

児童の安心・安全な学校生活を確保す
るため、施設整備は必要不可欠なもの
である。

14,649 20,300
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

133 455 教育委員会 教育総務課 40 小学校校舎・体育館大規模改修
事業
○校舎の大規模改修

1 1 3 H99 総合計画後期計画の着实な遂行を図
るため、大規模改修計画を策定し、小
学校校舎、体育館の大規模改修を实
施する。

平成26年度で耐震化が完了している
ため、築20年以上が経過し、雨漏り、ト
イレの悪臭、使いずらさ等を改善する
ため、大規模な改修を計画的に行い教
育環境を整備する。

0 13,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

134 456 教育委員会 教育総務課 41 小学校グラウンド改修事業
○校庭の改修

1 1 4 H99 グラウンド改修　实施設計、改良工事 現在のグラウンドは、水を含むと非常
に軟弱となり、排水性が悪く、降雨後も
しばらく利用できない。暗渠排水布設
の設置も含め、排水性の良いグラウン
ドに早急に改修したい

0 5,000
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

135 459 教育委員会 教育総務課 44 中学校校舎・体育館大規模改修
事業
○校舎の大規模改修

1 1 4 H99 総合計画後期計画の着实な遂行を図
るため、大規模改修計画を策定し、中
学校校舎、体育館等の大規模改修を
实施する。

平成26年度で耐震補強工事が完了し
たため、築20年以上が経過し、雨漏
り、トイレの悪臭、使いずらさ等を改善
するため、大規模な改修を行い教育環
境を整備する。

0 10,000
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

23/29
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136 460 教育委員会 教育総務課 45 教育情報ネットワーク活用事業
○情報教育の推進

1 1 3 H99 児童生徒及び教員のICT活用能力の
向上、校務の効率化

児童生徒の情報活用能力の育成が図
られる。校務の効率化による教員の多
忙感の解消ICTを利用した効果的な授
業の实践ができる。

20,319 23,306
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

137 463 教育委員会 教育総務課 48 小学校コンピュータ管理事業
○情報教育の推進

1 1 3 H99 小学校12校情報機器管理 情報教育の充实を図り、児童生徒の情
報活用能力を高める。

90,820 112,646 事業内容を見
直しながら实
施する事業

138 464 教育委員会 教育総務課 49 中学校コンピュータ管理事業
○情報教育の推進

1 1 3 H99 中学校情報機器管理、経費支払 情報教育の充实を図り、児童生徒の情
報活用能力を高める。

44,716 27,709 事業内容を見
直しながら实
施する事業

139 469 教育委員会 学校教育課 1 学校教育運営事業
○安全・安心な学校づくり

1 1 1 H99 ・安全安心な学校づくりの活動支援　・
学校医、学校薬剤師配置・教職員検
診、バス借上、各種補助・児童生徒災
害共済申請事務等

・教職員の健康状態を保つことは、児
童生徒の教育を推進する上で必須の
ことである。また、臨海自然教室、中学
部活動、災害共済事業实施の上で全
額保護者負担とすることは経費の負担
が多く補助が必要である。

40,359 40,359

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

140 471 教育委員会 学校教育課 3 スクールアシスタント配置事業
○スクールアシスタントの配置

1 1 3 H99 きめ細やかな指導と効果的な授業を推
進するために非常勤職員を配置する。

・児童生徒一人一人にきめ細やかな指
導をするために非常勤職員　を配置し
対応を図る。・個別支援を要する児童
生徒の支援及び多人数学級の授業補
助を　行うことにより児童生徒の能力
の向上を図る。　（児童生徒介助、軽度
発達障害等の個別指導）

61,730 61,730

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

141 478 教育委員会 学校教育課 11 学校教育サポート事業
○学校教育サポート

1 1 3 H99 学校のみでは解決困難な問題に関し
学校教育サポートセンターを設置し適
応指導教室等関係諸機関と連携し対
応する。下野市特別支援教育推進計
画に沿って、広報ホームページ等によ
り特別支援教育の啓発を实施してい
く。

・学校のみでは解決できない問題事案
に関してサポートチームが指導助言等
を行うことにより、問題の解決が図れ
る。　不登校のみならず、引きこもりに
ある児童生徒への支援が専門家集団
によって適宜、効果的に行うことができ
る。

17,738 17,900

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

142 494 教育委員会 生涯学習文
化課

2 生涯学習情報センター管理運営
事業
○生涯学習情報センターの管理
運営

1 2 1 H99 ・生涯学習情報センターの管理運営・
市民活動団体等への活動支援・社会
貢献活動实践者の育成・生涯学習・学
校支援ボランティアのバンク管理・コー
ディネート・地域における情報交流の
活発化

　各教育施設及び行政機関で持ってい
た学習情報を一元管理し、効率よく市
民に提供することにより、市民の生涯
にわたる学習活動を総合的に支援し、
生涯学習の振興を図る。　また、市民
の社会貢献活動の支援やボランティア
の育成を行うことで、市民の自治意識
の一層の高揚を図り、地域コミュニティ
の活発化や市民の社会参画の推進を
図る。

9,400 11,100

事業内容を見
直しながら实
施する事業

24



抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

143 502 教育委員会 生涯学習文
化課

19 グリムの森等管理委託事業
○グリムの森・グリムの館の管理
運営・活用

1 3 1 H99 一般財団法人グリムの里いしばしへの
指定管理委託及び補助

「一般財団法人グリムの里いしばし」
は、グリムの森・グリムの館施設の管
理運営をするために設立した財団であ
り、市民密着型の事業を展開すること
を目的としている。指定管理者の能力
を活用し、住民の本施設に対する関心
を高めるとともに利用効率を更に向上
させ、文化芸術等の創造、交流、発信
の拠点とする。

27,112 28,512

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

24

144 503 教育委員会 生涯学習文
化課

20 芸術文化事業
○文化芸術活動の推進

1 3 1 H99 市民芸術文化祭への支援下野市文化
協会への支援小中学生を対象とした
芸術文化鑑賞会の实施

1　市民芸術文化祭を開催することによ
り市民が様々な芸術文化　に触れるこ
とで、豊かに暮らすための文化振興活
動の活性化が　図れる。　2　文化協会
への支援により各団体の自主事業運
営の推進を図り　市民の芸術文化活動
への参加を促進する。3　小中学生に
質の高い芸術文化鑑賞を提供すること
により子ども　　の豊かな心や感性、創
造性やコミュニケーション能力を育み、
地域文化の担い手を育成する。

5,274 5,240

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

145 505 教育委員会 生涯学習文
化課

22 下野薬師寺跡整備事業
○史跡下野薬師寺跡の保存整備

1 3 2 H31 平成25年度に策定した第2期整備の实
施設計により、再建の塔地区（県道東
側）の史跡整備を实施。

旧町時代から平成23年度まで継続的
に調査が行われ、調査の完了した範囲
（主に県道東側地区）の整備工事を今
回实施する。この事業により、国・県・
市の宝である下野薬師寺跡を後世に
残し地域の歴史を住民・国民に対し普
及啓発していく。史跡公園として保存
整備工事を行い下野市のシンボルとし
ての市民に利用していただく。国指定
史跡を整備し活用することで、市のシ
ティセールスを図る。

10,412 15,190

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

146 506 教育委員会 生涯学習文
化課

23 下野国分寺跡保存事業
○史跡下野国分寺跡の保存整備

1 3 2 H99 国指定史跡下野国分寺跡の管理を行
い、見学者が利用しやすい環境を整え
るとともに、史跡を良好な状態で保存
する。

平成25年度に第1期整備の終了した箇
所を適切に管理し、史跡を良好な状態
で保存する。今後は、未指定となって
いる範囲の保存管理の手法等の検討
を行い国指定史跡としてより良い保存・
活用を实施していく。

8,334 7,840

事業内容を見
直しながら实
施する事業

25/29
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抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

147 509 教育委員会 生涯学習文
化課

26 下野薬師寺歴史館管理運営事業
○薬師寺ふるさと歴史の広場の
管理運営・活用

1 3 2 H99 史跡下野薬師寺跡の歴史を伝える施
設として、これまでの発掘調査で出土
した遺物や関係資料等展示物の管理
及び解説を通して文化財のPRに努め
る。また、解説等運営上のパートナー
であるボランティアとの連携により文化
財を活用した各種事業を継続实施す
る。

・下野薬師寺跡は国史跡に指定されて
以降、昭和41年からこれま　でに实施
された発掘調査で壭大な伽藍を持つ
寺院であることが　確認された。発掘
調査で得られた資料等を公開・活用す
ることに　より下野市の貴重な文化遺
産を後世へ継ぐ。・また、道の駅効果等
により、今後も県内外から一人でも多く
の方に下野薬師寺歴史館に来館して
もらえるよう、関係課及び　ボランティ
アと連携して情報を発信し、PR活動を
継続する。

9,975 9,975

事業内容を見
直しながら实
施する事業

148 511 教育委員会 生涯学習文
化課

29 しもつけ風土記の丘資料館整備
事業
○文化財展示収蔵施設の整備
【重点戦略３】

1 3 2 H32 国指定重要文化財展示収蔵施設とし
ての資料館の整備県から移管を受け
たしもつけ風土記の丘資料館を改修
し、今後、国の重要文化財と指定が想
定される甲塚古墳出土遺物の展示・保
管施設としての改修

　市内で調査された遺跡・史跡出土資
料の活用を図り、市内の児童生徒に郷
土の歴史を学んでもらう際、生きた資
料に实際に触れてもらうことを目的とす
る。　下野市の歴史を学ぶことにより、
栃木県（下野国）の中で、市域の歴史
的意義や位置づけについて学んでもら
い、「郷土愛」を育成する教育の一助と
する。　シティセールスの東の拠点とし
て、道の駅・薬師寺・三王山があり、西
の拠点として天平の丘公園・資料館と
して活用効果が予測される。重要文化
財を所有する市・当市のように小規模
の市でも博物館相当施設を所有すると
いう市の誇りとイメージアップ関連事業

6,529 9,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

149 515 教育委員会 生涯学習文
化課

33 下野国分尼寺跡整備事業
○史跡下野国分尼寺跡の保存整
備

1 3 2 H32 国指定史跡下野国分尼寺跡は、昭和
45年に史跡整備が实施され現在史跡
公園として利用されている。しかし、整
備から40年以上が経過していることか
ら、再整備事業を实施し利用者の利便
性の向上をはかる。

下野国分尼寺跡は、昭和45年に史跡
整備が終了したことから、その後の発
掘調査の成果との違いや説明看板等
の不足が問題となっている。また、平
成25年度に第1期整備の終了した下野
国分寺跡との整備手法が違うことから
一体的な活用が難しい状況である。そ
のため、再整備事業を实施し利用者に
とって、より利用しやすい史跡公園とし
て活用を図る。

0 21,500

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

150 519 教育委員会 南河内公民
館

1 南河内公民館管理運営事業
○公民館の管理運営

1 2 1 H99 公民館講座・教室の開催及び公民館
管理

地域に根ざした学習課題や生活課題
を的確に把握し、あらゆる世代に親し
まれる活動を展開するとともに、住民
自らが生涯学習の場として積極的に活
用できるような施設を目指して生涯学
習環境の整備に努める。

17,907 17,907

事業内容を見
直しながら实
施する事業

26



抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

151 520 教育委員会 南河内東公
民館

1 南河内東公民館管理運営事業
○公民館の管理運営

1 2 1 H99 公民館講座・教室の開催及び公民館
管理

生涯学習施設として，時代や住民の学
習ニーズを的確に把握し，講座や教室
の事業を实施することにより、住民自ら
の教育，文化，芸術等の生涯学習の活
動拠点となるよう事業を進める。

7,591 7,591

事業内容を見
直しながら实
施する事業

26

152 522 教育委員会 石橋公民館 2 石橋公民館管理運営事業
○公民館の管理運営

1 2 1 H99 ・公民館講座、教室の開催及び公民館
管理

・地域に根ざした生涯学習の中核施設
として地域課題を的確に　把握し、あら
ゆる世代に親しまれる各種講座の開
催を行うことで　市民の自発的な学習
を促進する。また、自主サークル、各種
団　体への情報提供や支援を行い、市
民による相互学習を促進す　る。各種
講座の開催や自主サークルなどの支
援を通じて市民の　自立を促すことで
自治意識の向上を図り、市民によるま
ちづくり　の足がかりとする。

22,532 22,532

事業内容を見
直しながら实
施する事業

26

153 523 教育委員会 石橋公民館 5 公民館改修事業
○公民館施設の改修

1 2 1 H32 ・大規模改修工事　　国分寺公民館
南河内公民館　　南河内東公民館

大規模改修を行うことにより社会教育
施設としての長寿命化図り、学習拠点
として、安定した場の提供を図る。ま
た、改修後は安全、安心な施設として
災害等の有事の際の避難場所でもあ
るため、率先して改修を实施すべき施
設である。

0 27,290

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

154 524 教育委員会 国分寺公民
館

1 国分寺公民館管理運営事業
○公民館の管理運営

1 2 1 H99 公民館講座・教室の開催及び公民館
管理

地域に根ざした生涯学習の拠点施設と
して地域課題を的確に把握し、あらゆ
る世代に親しまれる各種講座の開催を
行うことで市民の自発的な学習を促進
する。また、自主サークル、各種団体
への情報提供や支援を行い、市民によ
る相互学習を促進する。各種講座の開
催や自主サークルなどの支援を通じ
て、市民の自立を促すことで自治意識
の向上を図り、市民によるまちづくりの
足がかりとする。

5,618 5,600

事業内容を見
直しながら实
施する事業

26

155 525 教育委員会 南河内図書
館

1 南河内図書館管理運営事業
○図書館の管理運営

1 2 1 H99 　だれでも・いつでも・どこでも身近に学
べる生涯学習の拠点として、図書館の
充实を図り、学習機会を積極的に提供
する。

地域住民の生涯学習の拠点として、市
民の学習要求や日常生活に役立つ図
書資料の充实を図り、市民（子ども）の
読書意欲に応えると共に、各種情報の
提供を行い地域文化の発展に寄与す
るなど、地域ボランティア（お話し会・音
訳）と協働し親しみやすい明るい図書
館となるよう事業活動を推進する。

9,724 9,724

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

156 526 教育委員会 南河内図書
館

2 図書館施設修繕事業
○図書館の管理運営

1 2 1 H99 図書館施設整備 経年劣化による施設の傷みが激しい
ため、屋根の修繕空調機器の改修等
を实施する。

24,877 36,773
積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

27/29
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抽出
№

全体
№

所属部名 所属課名称
所属
事業
番号

評価事業名称 章 節 施策
終了
年度

事業概要 事業意図 Ｈ27年度事業費
Ｈ28年度事業費

【見込み】
事業推進方針

市民評価
实施年度

157 527 教育委員会 南河内図書
館

3 図書館共通管理運営事業
○図書館の管理運営

1 2 1 H99 生涯学習の拠点としての南河内図書
館及び指定管理館（石橋・国分寺）２館
の図書館共通管理運営を行う。

地域住民の生涯学習の拠点として、市
民の学習要求や日常生活に役立つ図
書館資料の充实を図り、幅広い年齢層
の読書意欲に応えるとともに、各種情
報の提供を行い地域文化の発展に寄
与するとともに、地域ボランティア（読
み語り・音訳）との協働により、親しみ
やすい明るい図書館となるよう事業活
動を推進する。

78,439 78,439

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

158 528 教育委員会 スポーツ振興
課

1 保健体育総務事務事業
○スポーツに親しむ機会の提供

1 2 3 H99 スポーツ振興行政運営における事務
全般の事業であり、主に生涯スポーツ
を推進するための各委員会等に関す
る事務や、B&G海洋センター及び総合
型地域スポーツクラブに関する事務を
行う。

・スポーツ基本法に基づき設置されて
いる市スポーツ審議会については、ス
ポーツ推進に関する事項を調査審議
し、市の推進方法を定める重要なもの
である。・スポーツ基本法に基づき設
置されている市スポーツ推進委員
は、、必要な知識と技術がありスポー
ツを推進する核となっている。また、各
種研修会等に参加し資質の向上を図り
スポーツの推進に寄与する。・尐年ス
ポーツ指導員を委嘱し、尐年スポーツ
活動の振興を図るとともに、児童の健
全な発達に資する。

9,597 9,548

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

24

159 529 教育委員会 スポーツ振興
課

2 スポーツ振興事業
○スポーツに親しむ機会の提供

1 2 3 H99 スポーツ大会・教室等の開催によるス
ポーツ活動の機会の提供及びスポー
ツ活動指導者の育成を図る。また、全
国大会等出場者やスポーツ団体への
財政支援を行う。

・スポーツ教室や講習会の開催を通じ
スポーツ未経験者や興味のある者へ
の関心を高め、スポーツ活動を行う
きっかけ作りを行いスポーツ活動人口
の増を図る。・全国大会や関東大会へ
の出場者に対し助成金を交付し、負担
軽減を図り競技スポーツの推進を図
る。・スポーツ団体への財政支援を通
じ各団の基盤強化を図り、本市のス
ポーツ推進を図る。

9,154 8,435

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

160 532 教育委員会 スポーツ振興
課

6 体育館管理事業
○体育施設管理・運営

1 2 3 H99 体育館の施設運営及び維持管理等に
係る経費

スポーツ環境を充实させるための基盤
となるスポーツ施設の良好な維持管理
を行い、市民の方が安全で安心して施
設の利用ができるようサービスの向上
とスポーツの振興を図る。

26,505 26,505

事業内容を見
直しながら实
施する事業

161 533 教育委員会 スポーツ振興
課

7 運動場管理事業
○体育施設管理・運営

1 2 3 H99 運動場の施設維持管理に係る経費 スポーツ環境を充实させるための基盤
となるスポーツ施設の良好な維持管理
を行い、市民の方が安全で安心して施
設の利用ができるようサービスの向上
とスポーツの振興を図る。

72,832 72,832

事業内容を見
直しながら实
施する事業
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№
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162 536 教育委員会 スポーツ振興
課

10 プール管理事業
○体育施設管理・運営

1 2 3 H99 プールの運営業務委託、保守点検、修
繕費、光熱水費等に係る経費

スポーツ環境を充实させるための基盤
となるスポーツ施設の良好な維持管理
を行い、市民の方が安全で安心して施
設の利用ができるようサービスの向上
とスポーツの振興を図る。

17,112 17,112

事業内容を見
直しながら实
施する事業

163 539 教育委員会 スポーツ振興
課

14 テニスコート人工芝改修工事
○体育施設の管理運営（老朽化
対応）

1 2 3 H28 市民が安心して利用できるスポーツ施
設を維持していくために、施設の整備・
改修を行う。（テニスコート人工芝の改
修）

多くの市民が安心して利用できる施設
とするため、改修工事を实施すること
で利用者に安全で快適なスポーツの
場を提供し、健康、仲間、街づくりの一
助及び生涯スポーツの推進を図る。

50,876 43,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

164 543 教育委員会 スポーツ振興
課

19 大松山運動公園拡張整備事業
○体育施設の整備・拡充【重点戦
略２】

1 2 3 H31 市民がスポーツを身近に楽しむことが
できるスポーツ活動の拠点となる公園
を主体とし、公園緑地機能を備え健康
づくりの場となる公園、広域避難地とし
ての公園として総合的に整備する。

本市スポーツの普及、振興の拠点とし
て、広く親しまれる施設として整備す
る。①　スポーツ活動の拠点となる公
園　　幼児から高齢者まで市民の誰も
が、スポーツ・レクリェー　ション活動が
気楽にできる施設とする。②　公園緑
地機能を備え、健康づくりの場となる公
園　　公園緑地として平地林を保全し、
市民が憩いの場、ふれあい　の場とな
る魅力ある施設として整備する。③　広
域避難地としての公園　　災害時にお
ける広域避難地として整備する。

563,200 188,500

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

25

165 544 教育委員会 スポーツ振興
課

22 体育施設耐震補強・改修事業
○体育施設の管理運営（老朽化
対応）

1 2 3 H99 市民が安心して利用できるスポーツ施
設を維持していくために、施設の整備・
改修を行う。（下野市体育施設の耐震
診断および耐震工事）

　・石橋体育センター（S53築）　・南河
内体育センター（S55築）　・国分寺聖武
館（S52築）　・南河内東体育館（S56
築）　・国分寺武道館（S50築）　・スポー
ツ交流館（S56築）その他、老朽化した
体育施設の改修を順次進め、市民が
安全で快適なスポーツの場を提供す
る。　・国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター（S57
築）　　　外

66,184 266,000

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業

166 545 教育委員会 スポーツ振興
課

23 プール改修事業
○体育施設の管理運営（老朽化
対応）

1 2 3 H99 市民が安心して利用できるスポーツ施
設を維持していくために、施設の整備・
改修を行う。（大松山運動公園プール、
Ｂ＆Ｇ国分寺海洋センタープールの改
修）

多く市民が安心して利用できる施設と
するため、改修工事を实施することで
利用者に安全で快適なプール施設を
提供し、健康、仲間、街づくりの一助及
び生涯スポーツの推進を図る。

0 51,816

事業内容を見
直しながら实
施する事業

167 546 教育委員会 スポーツ振興
課

25 運動場改修事業
○体育施設の整備・管理運営（整
備、老朽化対応）

1 2 3 H99 市民が安心して利用できるスポーツ施
設を維持していくために施設の整備・
改修を行う。（運動場施設の改修）

多くの市民が安心して利用できる施設
とするため、改修工事を实施すること
で利用者に安全で快適なスポーツの
場を提供し、健康、仲間、街づくりの一
助及び生涯スポーツの推進を図る。

0 5,400

積極的に推進
する事業、また
は計画通り实
施する事業
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